
 

国土強靱化 民間の取組事例 311   顧客の生活を支える 

顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える 13 顧客の施設等の耐災害性を強化する 

311 大規模地震でも破損しない瓦の施工法の標準化 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

一般社団法人全日本瓦工事業連盟 
【平成 28 年】 

7010005018666 その他防災関連事業者
【複合サービス事業】 

東京都 

 東日本大震災では、津波による甚大な被害に合わせ、地震による住宅の一部損壊、とりわけ、瓦屋

根への被害が発生した。被害は棟部に集中しており、旧来からの工法である湿式材料と銅線のみで

瓦を固定する施工法に原因があったと推測されている。 

 （一社）全日本瓦工事業連盟では、ビス等で屋根と棟部分の一体化を図る「ガイドライン工法」を

推奨し、その普及活動に努めている。耐震性・耐風性の面で最新の実験データに基づいた試験を経

て確立された工法であり、耐震実験では阪神・淡路大震災クラスの揺れにも耐えることが証明され

ている。 

 同連盟では、平成 25 年度より全国各地で計 40 回以上のガイドライン講習会を行い、その後未受

講者や新規加盟店に対し、全国規模で２回の講習会を実施し、構成員 2,800 社のうち、8 割弱が

受講し、ガイドライン工法の「認定店」となった。講習会について組合員のニーズは非常に高く、

同連盟では、受講者が増えている要因については、「登録証や修了証の交付を受けて差別化につな

げたい」、「相次ぐ災害による危機感がある」、「ガイドラインを自社の PR 材料に使いたい」等の要

因があると考えている。 

 


